
鎌倉文学館指定管理業務　実績評価　（令和４年度第１四半期）

1 利用の承認等に関する業務

　来館者数の動向　

　４月から６月までの来館者数は39,344人で、昨年度の第１四半期と比較して、24,475人、

約264.6％増加した。

　分析　

　令和３年度第１四半期は、令和３年（2021年）４月28日から６月20日の期間がまん延防止等

重点措置でありゴールデンウィーク期間と重複していたため来館者数が伸び悩んだが、今年

度は特に行動制限もなく例年人気のあるバラまつりも開催されたことで、大幅に来館者数が

増加したと思われる。特に、バラまつりの期間中は平日にも１日の来館者数が1,000人を超す

日が複数日あり人気の高さが窺えた。

2 施設及び設備並びに文学館資料の維持管理に関する業務

　施設・設備

　設備機器の保守点検が計画どおり、適切に行われた。

　文学館資料

ア　収蔵庫内の温湿度管理が適切に行われている。

イ　文学館資料の特別利用について適切な事務処理によって行われている。（７件）

3 文学館の事業の企画及び実施に関する業務

　展覧会

ア　収蔵品展「作家のコレクション」　（４月１日～10日開催）

イ　特別展「鎌倉時代黎明　文学で読むはじめてのはじまり」（４月16日～６月30日開催）

ウ　常設展「鎌倉ゆかりの文学」　（４月１日～10日、４月16日～６月30日開催）

エ　ミニ特集「関東大震災をこえて～久米正雄」（４月１日～10日開催）

オ　ミニ特集「生誕130年　尾崎喜八」（４月16日～６月30日開催）

　普及事業

ア　５月11日、17日、18日に文学散歩（長谷周辺）を実施し、定員を超える応募があった。

イ　参加型の文学講座等は感染拡大防止のため中止としたが、代わりに動画配信を実施

　した。中には、1,000回再生を超える動画もあり多くの人々に文学に親しむ機会を提供した。

ウ　日本女子大学へ学芸員実習前講座での講義を行った他、玉縄すこやかセンターにおい

　て講義を行い教育機関や地域の文学振興に寄与した。

エ　市外や県外の中高生の見学を受入れることで、若い世代に文学への理解を深める機会

　を提供した。　

　その他文学の振興及び文学館の設置目的を達成するために必要な業務

ア　５月10日から６月12日までバラまつりを開催し、文学館の魅力のひとつであるバラをきっ

　かけとした来館者も多く、３年ぶりに開催した庭園コンサートでは400人以上が参加し好評

であった。
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イ　大佛次郎記念館と連携し、連携動画の配信や相互割引を実施した。

ウ　鎌倉はせのわ　紫陽花まちめぐりに参加し、「紫陽花」にまつわる展示をすることで地域

　との連携にも積極的に努めていた。

4 文学館資料の収集、保存、整理に関する業務

　収蔵品の適切な保存、整理ができている。

　資料の補修を適宜実施した。

5 その他市長が定める業務

　文学館資料の調査及び研究

４月

・　特別展および常設展示にかかる調査研究

・　新規購入資料（図書）の選定・受入れ

・　文学散歩にかかる調査研究

５月

・　特別展および常設展示にかかる調査研究

・　新規購入資料（図書）の選定・受入れ

・　教養センターでの出張講座にかかる調査研究

６月

・　特別展および常設展示にかかる調査研究

・　新規購入資料（図書）の選定・受入れ

・　新規購入資料の調査研究（清水基吉句稿、吉野秀雄草稿、江口渙草稿、里見弴草稿、

　野口米次郎詩稿、小島政二郎書簡）

・　教養センターでの出張講座にかかる調査研究

・　文学講座「文学で読む鎌倉時代黎明期」にかかる調査研究

　事務処理

ア　例月の指定管理業務報告書等が期日までに提出された。

　　（４月分：５月13日、５月分：６月10日、６月分：７月14日）

イ　展示替えに伴うホームページの情報更新が適切に行われていた。

　その他

ア　SNSでの情報発信により、展覧会や関連イベントのタイムリーな情報を、幅広く周知した。

イ　メディア対応を積極的に行った。

ウ　近隣保育園・幼稚園の受入れを行った。

エ　学校の見学等に対応した。

6 全体評価

   第１四半期の観覧者数（39,344人）は、令和３年度（14,869人）と比較して、24,475人・

約264.6％増加した。また、前指定管理期間の平均値（39,889人）と比較して545人・約1.4％減

少した。前指定管理期間の平均値と同程度の来館者数を得ているが、コロナ禍前の平成28
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年度から令和元年度までの平均と比較すると約８割であり、来館者数は回復傾向にはあるが

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、完全回復には満たない状況である。

　しかしながら、大河ドラマに関連した展覧会企画を開催する他、他館との連携も実施するこ

とで時流を掴んだ事業を行っている。また、新型コロナウイルス感染症対策を講じながらトラ

ブルなく参加型の普及事業も再開し、実施している点は評価できる。

　 今後も新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じながらの運営は続いていくことが見

込まれるが、講座や講演会以外でも、ギャラリートーク等中止している事業の動画配信の

実施や、積極的な情報発信等を通してより多くの人に周知し、更なる来館者の確保に努めて

欲しい。

　ＳＮＳを活用し、随時情報発信することで、鎌倉ゆかりの文学や展示内容に関心のある対

象者層に届くように積極的に発信を行っており、その結果Twitterにおいて文学館としては日

本で１番フォロワー数を得ている。今後も、より効果的な広報、情報発信について工夫をし、

続けられたい。

　施設・設備管理について、事業計画に基づき適切に行われている。施設、設備ともに老朽

化が進む中、日頃から適宜点検に努め、重大な事態を未然に防いでいる。今後も修繕箇所

を予め把握し優先順位をつけて修繕を行っていくよう留意されたい。
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鎌倉文学館 令和４年度 第１四半期　判定評価

配点
第１四半期
評価結果 減点

来館者数の動向

入館者数が前指定管理期間の同四半期の平均値と比較して80％以上の水準にある
か（不可抗力を原因とするものを除く）

5 〇

特別利用

資料に悪影響が出ないよう適正な承認を行っているか 10 〇

施設・設備の維持管理

定められた点検が実施されているか 5 〇

不具合箇所を放置せず、必要に応じて修繕を実施しているか 5 〇

庭園、進入路などの手入れはきちんとされているか 5 〇

文学館資料の維持管理

収蔵品の所在は確認されているか 3 〇

温湿度管理など、収蔵品が適切に取り扱われているか 5 〇

3 文学館の事業の企画及び実施に関する業務

展覧会

館及び展覧会の周知が積極的に図られているか 5 〇

計画どおりに展覧会が開催されているか 10 〇

普及事業

計画どおりに普及事業が行われているか 5 〇

文学館資料の調査及び研究

計画どおり調査・研究が進められているか 5 〇

調査・研究の成果を市民等に公開されているか 5 〇

その他必要な業務

来館者ニーズの把握・反映につとめているか 5 〇

4 文学館資料の収集、保存、整理に関する業務

収集、保存、整理

文学館の趣旨にあった資料の購入ができているか 5 〇

寄贈・寄託の手続きが適切に行われているか 5 〇

劣化した資料の修繕や補修が行われているか 5 〇

基準に沿った資料整理が行われているか 5 〇

5 その他市長が定める業務等

事務処理

決められた期日までに報告書は提出されているか 5 〇

市との連絡調整はきちんとされているか 5 〇

市と協議を行った事項は確実に実施されているか 5 〇

固有の銀行口座で適正な会計処理を行っているか 10 〇

苦情対応

来館者や近隣との間のトラブルに適正な対処をしているか 5 〇

苦情・要望への迅速な処理、市への報告がなされているか 5 〇

その他

適切に収蔵品管理システムが運用されているか 5 〇

備品や文学案内板等の管理が適切になされているか 5 〇

研修等自己啓発の努力がされているか 3 〇

災害時の対応ができるよう、準備はされているか 3 〇

個人情報は適切に管理されているか 10 〇

0

実施されている場合‥○　実施されていない場合‥×　 減額率

減点の合計 減額率

　 10～15 5%

　 16～20 10%

21～ 20%

評価項目

1 利用の承認等に関する業務

2　施設及び設備並びに文学館資料の維持管理に関する業務

減点の計


